
　国内外で進む化学物質の規制強化や法整備に対応して
いくとともに、製品開発と生産工程の両面で環境負荷物質
の低減を進めています。また、生物多様性保全の活動や地
域への貢献活動を通じて、自然と共生する社会の実現に向
けた取り組みを展開しています。

環境負荷物質の低減

生産活動における環境負荷物質の低減
　人や環境へのリスクを低減していくため、材料の切替
えや塗装工程の改善など、環境負荷の高いVOCやPRTR
法対象物質の低減に取り組んでいます。
　ステアリングスイッチの塗
装工程では、VOC含有量が少
ない塗料へ変更し、さらに、塗
料と溶剤の配合比を見直すこ
とで、VOC排出量を最小化し
ました。
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製品含有化学物質管理の充実
　化学物質規制の各国動向を把握し、規制物質を含まない
製品への切替えを行っています。
　パワーウィンドウスイッチに使用しているフッ素グリス
は、REACH規制の対象物質であるパーフルオロアルキル
カルボン酸を発生させ
る可能性があるため、
代替品へ切替えを実施
しました。

環境保全・生物多様性保全の推進
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地域貢献につながる生物多様性の取り組み
　東海理化グループでは、生物多様性保全の取り組みを
地域や行政と連携して行っています。2021年度は、特定外
来生物であるオオキンケイギクの駆除や施設内における植
樹を実施しました。

　福島県猪苗代町で活動している『田圃クエスト』に参画し、
耕作放棄された棚田を取り戻すため活動しています。田植
えイベント、生物観測会、地元食材・地域創生イベントなど、
地域との交流イベントも開催しています。

　世界的に脱炭素化の動きが加速する中、東海理化グルー
プでは、グローバル企業の責任として取り組みを一層強化し、
車両の燃費向上に貢献する製品の小型化・軽量化や生産・
輸送で使用するエネルギーの利用効率化など、CO2低減の
活動に取り組んでいます。

製品の軽量化・小型化設計の推進

　シフトバイワイヤのECUにおいては、設計を大幅に見直
すことで、基盤CP構成を3枚から1枚へ低減しました。この
改善により、製品重量を約30％軽量化しました。

温室効果ガス排出量の低減

　マグネシウム鋳造工程では、溶解したマグネシウムが空
気に触れて発火することを防ぐ防燃ガスにSF6※を使用し
ているため、温室効果の小さいFK（フッ化ケトン）ガスへの
代替化を進めています。国内拠点の代替化は完了し、海外
拠点の代替化を2030年完了の計画で進めています。
※SF6の地球温暖化係数は、CO2を基準として23,900倍と大きく、排出抑
制対象である温室効果ガスの1つに指定されています。
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エネルギーCO2排出量の低減
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工場CO2の低減
　成形、鋳造、半導体、メッキ、熱処理などの工程ごとにワー
キンググループを組織し、生産設備の徹底的な省エネを
進めています。2021年度は612件の改善を実施し、1,120
t-CO2の低減をすることができました。実施した改善事例
の中で、応用性、着眼点が特に優れたものは、社内表彰を行
い、従業員の意識向上を図るとともに、他工場へ水平展開
しています。
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再生可能エネルギーの利用
　電気使用量に占める再生可能エネルギーの割合を、
2030年までに25％以上にすることを目標に掲げ、太陽光
発電など、再生可能エネルギーの導入を進めています。
2021年度は、萩工場とタイの2拠点に太陽光発電を導入し、
再エネ率は6.1％に向上しました。

脱炭素社会の構築 自然共生社会の構築

改善前 改善後

溶解マグネシウム

炉

防燃ガス  SF6→FKガス

ۚ৆ ・プレス動作を利用したエアー供給の自前化

ۜ৆ ・コネクタ成形機エアーブロー間欠化
・金属メッキ脱脂工程の低温化

ಔ৆
・熱処理炉運転立上げ　・立下げJIT化
・コンプレッサの寄せ止め
・コンプレッサ用冷却水ポンプのインバータ化
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・  地域やオールトヨタとの協働に
よる多様性を育む社会づくり

・  啓発による従業員の意識高揚と
行動の促進
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・  軽量化・リサイクル配慮設計、
化学物質管理
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・  水域保全、CO₂低減、資源循環、
環境負荷物質低減

⁡ తͳ情報ͷ։ࣔۃੵ ・取り組み内容の発信

オオキンケイギク駆除

夜の生物観察会田んぼの環境整備

TRP（フィリピン）における植樹

製品重量 30％減

　パワーウィンドウスイッチ

ステアリングスイッチ
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